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相模原スポーツ・レクリエーションパーク
グランドオープニング式典

ティーボールの試合でホームインする相模原市長

１ 南関東防衛局広報誌「南関防衛」令和６年第４１号

令和６年４月１３日（土）、かねてより相模原市が相模総合補給廠共同使用区域内
で整備を進めてきた都市公園「相模原スポーツ・レクリエーションパーク」において
同パークが全面供用開始したことの記念に、相模原市主催のグランドオープニング式
典が開催されました。式典は本村賢太郎相模原市長をはじめ、相模原市議会議長、在
日米陸軍基地管理本部司令官マーカス S・ハンター大佐等多数の来賓が出席のもと執
り行われ、南関東防衛局からも末富局長が出席しました。

相模原スポーツ・レクリエーションパークは、式典
会場となった人工芝軟式野球場のほか、芝生広場、ボ
ール遊び広場、人工芝グラウンドがあり、相模原駅か
らのアクセスも良い非常に充実した施設です。

式典では、人工芝グラウンドの整備等に関する民生
安定助成事業に携わった南関東防衛局を代表して末富
局長が挨拶し、本式典の開催を祝いました。

また、当日は晴天にも恵まれ、ティーボールの試合、
キャッチボール教室、ストラックアウトなどを通じて、
日米の子どもたちがスポーツ交流を楽しみ、相模原市
長と基地管理本部司令官も途中参加するなど大いに盛
り上がりました。

記念の集合写真

ストラックアウトに夢中の子どもたち 式典で挨拶する末富局長

始打式をする基地管理本部司令官



航空事故等連絡協議会
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～ 令和５年度 第３７回航空事故等連絡協議会年次総会の開催 ～

（米海軍厚木航空施設 メスキメン副司令官代行(当時)）

（神奈川県警察本部 西尾警備部長）

令和６年３月２８日（木）、神奈川県
横浜市中区横浜第２合同庁舎内において、
第３７回航空事故等連絡協議会年次総会
が開催され、日米の２１機関から約８０
名が出席しました。

本協議会は、昭和５２年に神奈川県横
浜市緑区で発生した航空機墜落事故を契
機として、神奈川県下における米軍又は
自衛隊による航空事故その他不測の事故
及び事故に伴う災害が発生した場合に備
え、関係機関相互の迅速な連絡調整体制
を整備し、総合的な応急対策の実施につ
いて連絡協議することを目的として、昭
和６２年１月２０日に発足したもので、
今年で３７年目を迎えました。

年次総会では、南関東防衛局の末富局
長の挨拶の後、同局佐々木管理部長（当
時）から航空事故等発生時における南関
東防衛局の役割について説明を行いまし
た。
続いて、同局関企画部長、神奈川県警

察本部の西尾警備部長及び米海軍厚木航
空施設メスキメン副司令官代行（当時）
から、令和５年度における日米ガイドラ
インに基づく実動訓練の所感をいただき
ました。

（南関東防衛局 関企画部長）



北富士演習場火入れ

令和６年４月１４日（日）、陸上自衛隊北富士演習場(山梨県富士吉田市ほか)におい
て、演習場内の「火入れ」が行われました。
コロナ禍や天候不順の影響により、平成３０年以降は、規模縮小や中止が続いていま

したが、今年は６年ぶりに通常規模での開催となりました。
当日は天候にも恵まれ、約２,０００名が参加し、午前９時の花火の合図とともに、

地元入会組合員が一斉に点火を開始し、午後２時までに無事全ての作業を終えました。
「火入れ」とは、野草、山菜などの林野雑産物の保護育成や害虫の駆除、また、入会

行為の利便向上等を目的として、富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合及び旧１
１ヶ村入会組合が主催となり、演習場内の国有入会地等、約１,９００ｈａの枯草を焼
き払う、昭和４０年代前半から行われている春の伝統行事です。

来賓による点火セレモニー 富士北麓に立ち昇る炎と煙

静浜基地航空祭２０２４

令和６年５月１９日（日）、静岡県焼津市の航空自衛隊静浜基地で「静浜基地航空
祭２０２４」が開催されました。
南関東防衛局からは末富局長が参加、あいにくの空模様にもかかわらず、航空機ファ

ンなど県内外から約２.５万人が詰めかけ、多くの来場者で賑わいました。
航空祭では、Ｔ-７(初等練習機)をはじめ、Ｆ-２（戦闘機）、Ｆ-１５（戦闘機）、

ＵＨ-６０Ｊ（救難ヘリコプター）、Ｔ-４（中等練習機）、Ｔ-４００（輸送機・救難
機等基本操縦練習機）による機動飛行、同航空祭では約６年ぶりとなるアクロバット飛
行隊「ブルーインパルス」、民間の曲技飛行チーム「ウイスキーパパ」の曲技飛行も行
われ、その妙技に来場者からは歓声と拍手が起きていました。
このほか、地上では航空機の展示や装備品の展示、「Ｔ-７jr.」編隊による走行展示

も行われ、来場者は航空祭を大いに楽しんでいました。

ブルーインパルスの６機は
白いスモークを噴出しながら
基地上空に現れ、背面飛行や
至近距離での交差など高度な
操作技術と統制のとれた編隊
飛行を披露した。

ブルーインパルス T-7jr.編隊
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米空母ロナルド・レーガンの交代

令和６年５月１６日（木）、横須賀
に前方展開していた原子力空母「ロナ
ルド・レーガン」が、大規模メンテナ
ンスを行うためアメリカに向け出港し
ました。平成２７年１０月から、およ
そ８年半もの間、横須賀に前方展開し
ていました。

「ロナルド・レーガン」は、東日本
大震災での災害援助「トモダチ作戦」
にも参加するなど、以前から日本との
深い関わりを持っていました。

出港当日は、日本政府や海上自衛隊
などから関係者を招待した艦内ツアー
が行われ、南関東防衛局からも末富局
長が参加しました。
後継艦は、平成２０年から平成２７

年まで横須賀に前方展開していた空母
「ジョージ・ワシントン」で、今年後
半に横須賀に入港する予定です。

原子力空母「ロナルド・レーガン」

ＥＳＢアワードセレモニー

米陸軍では、任務を遂行する上で重要である、哨戒、装備品や医療関連用具の用法
などにおいて特に優れた技量を有する者にその証としてエキスパート・ソルジャー・
バッジ（ＥＳＢ）という徽章（きしょう）が与えられます。多くの米陸軍兵士がこの
徽章を熱望するといわれています。令和６年４月、在日米陸軍相模総合補給廠におい
ても、この検定が行われました。検定の最終日２６日（金）には、ＥＳＢアワードセ
レモニー（授与式）が行われ、新たに２３名に対してウォーマック在日米陸軍司令官
からＥＳＢが授与されました。また、今回の検定には、史上初めて陸上自衛官が参加
し、１３名の隊員がＥＳＢを取得しました。

バッジを授与する在日米陸軍司令官 医療関連訓練の様子

甲板で演説を行うエマニュエル駐日米国大使



令和６年度新規採用者等研修

南関東防衛局では、令和６年度新規採用者等２１名を対象とする初任研修を８日間に
わたり実施しました。
座学研修では、南関東防衛局の多岐にわたる業務内容や各自衛隊の役割など、職員と

しての基礎知識の習得に努めるとともに、ビジネスマナーやハラスメントなどの講義を
受けることで社会人としての自覚も高めることができました。
現地研修では、陸上自衛隊滝ヶ原駐屯地、航空自衛隊浜松基地、海上自衛隊横須賀地

方総監部のそれぞれにおいて概況説明を受け、各部隊が担う役割を理解し、装備品の見
学や部隊泊をすることで、貴重な体験をすることができました。
８日間の研修を通して同期の絆を深め、部隊の実情を知るとともに防衛省職員として

の今後の業務の一助となる経験となりました。

横須賀地方総監部
護衛艦「やまぎり」での記念写真

浜松基地
救助体験をする研修生

座学研修 ４月３日～５日

現地研修
（富士地区、浜松地区）

４月９日～１０日

現地研修
（横須賀地区）

４月１９日

座学研修（動画配信） ４月１８日、２２日

≪研修日程≫

エアパークでの記念撮影

滝ヶ原駐屯地
広報資料館で説明を受ける研修生

浜松基地
格納庫内の見学や搭乗体験をする研修生
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幹部紹介

南関東防衛局次長
田中 文明

労務管理官 木本 義博

管理部長 北 昌彦

会計監査官 山口 博史

防衛補佐官 丸山 浩資

総務部長 横須賀 貴

４月１日付で総務部長を拝命しました横須賀です。
南関東局は約７年振り３度目の勤務のため、違和感なく着任す
ることができました。総務部は組織の基礎を担う部署であり、
局全体の業務が円滑に遂行できるよう尽力してまいる所存です。
また、横浜の代表的観光スポットである野毛（？）など、

「港・横浜」を満喫したいと思います。よろしくお願いします。

南関東防衛局の防衛補佐官を拝命し３月に着任しました丸山
です。これまで厚木航空基地に所在する海自輸送機Ｃ－１３０
Ｒの運用に関わるなど輸送運用の経験が豊富です。当局では、
この運用に関わってきた自衛官としての専門的見地から局長を
確実に補佐しつつ局の業務全般にも参画したいと考えますので
どうぞよろしくお願いいたします。

４月１日付で管理部長に着任しました北です。
南関東防衛局の勤務は９年ぶりとなります。管理部の主たる任
務は、防衛施設の取得・管理や各種の補償など、自衛隊及び在
日米軍の活動の基盤を整えることであり、地方公共団体や地域
住民の皆様のご理解とご協力が得られるよう努力してまいりま
すので、よろしくお願いします。

４月１日付で南関東防衛局次長を拝命しました田中です。
南関東防衛局の勤務は昨年７月からとなりますが、このご縁

を大切にしながら、防衛施設の安定的な使用のため、引き続き
地元自治体や地域住民の皆様のご理解とご協力が得られるよう、
一つ一つの課題にしっかりと取り組んでまいります。
どうぞよろしくお願い申し上げます。

４月１日付で労務管理官に着任した木本です。
当局管内には、横須賀海軍施設、キャンプ座間など主要な在

日米軍施設が多数所在し、これら施設には９千人を超える駐留
軍等労働者が勤務しており、在日米軍の円滑な運用を支えてい
ます。労務管理官として、駐留軍等労働者の勤務環境の向上等
に取り組みますので、よろしくお願いします。

４月１日付で会計監査官に着任しました山口です。
会計監査官という立場から南関東防衛局の適切な業務の遂行

に寄与できるよう、状況に応じて、これまでの経験を活かしな
がら、求められる役割や課題等の一つ一つにしっかりと向き合
い取り組んでまいります。
よろしくお願いします。
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在日米軍従業員募集

【窓口応募受付・お問い合わせ先】

エルモホーム
ページ

求人情報

本州・九州の基地

https://www.lmo.go.jp

エルモでは、在日米
軍基地で勤務する従業
員の募集を行っていま
す。興味のある方は、
エルモホームページを
ご覧いただくか、下記
の支部にお問い合わせ
ください。

※求人情報提供メール
サービスに登録すると、
希望する求人情報が
ホームページに掲載さ
れる都度、お知らせ
メールが送信されます
のでご利用ください。

エルモ横須賀支部管理課管理第一係

住 所：神奈川県横須賀市米が浜通一丁目６番地 村瀬ビル

電 話：０４６－８２８－６９５９

担当施設：横須賀海軍施設、横浜ノース・ドック、池子住宅地区、鶴見貯油施設等

エルモ座間支部管理課

住 所：神奈川県座間市相武台一丁目４６番１号

電 話：０４６－２５１－０６６７

担当施設：キャンプ座間、厚木海軍飛行場、相模総合補給廠、相模原住宅地区、キャンプ富士

【X（旧Twitter）】
求人情報等の募集関連情報を定期的に発信しています。
ぜひ、フォローをお願いします。
アカウント名
「在日米軍従業員求人情報（エルモ）@LMO_recruit」

X（旧Twitter）
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